




























 
 

≪経過選択≫（生命科学コース，環境科学コース共通） 

ア 大学入試センター試験の利用教科・科目及び個別学力検査等の教科・科目と配点 

日程 

(定員) 
試験区分 教科名 科  目  名 

配点 

科目

配点 

区分

合計
総合計

後期 

(20) 

大学入試 

センター試験 

【５教科７科目】 

国 語 国語 200 

900

1,200

地理歴史 

公 民 

世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ， 

現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」 から１科目 
100 

数 学 
数学Ⅰ，数学Ⅰ・数学Ａ から１科目 100 

数学Ⅱ，数学Ⅱ・数学Ｂ，簿記・会計，情報関係基礎 から１科目 100 

理 科 物理，化学，生物，地学 から２科目 200 

外 国 語 英語，ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語 から１科目 200 

個別学力検査等 

総合問題Ａ（※６ページを参照） 75 

300総合問題Ｂ（※６ページ及び下記「個別学力検査等における留意事項」のアを参照） 75 

総合問題Ｂ（※６ページ及び下記「個別学力検査等における留意事項」のイを参照） 150 

イ 個別学力検査等の内容及び採点・評価の基準 

区分 内容及び採点・評価の基準 

総合問題 
課題文（論説・記事・説明文など。図表・グラフ・数式を含む場合がある。）をもとに，理解力，読解力，

論理的思考力，文章表現力などを見るための設問を行い，これらを総合的に判断し，点数化して評価します。

 

ウ 合否判定基準 

合否判定基準 

大学入試センター試験の得点と，本学が行う個別学力検査の得点の合計点で合否を判定します。 

合格最低点での同点者は合格とします。 

 

（大学入試センター試験の利用教科・科目における留意事項） 

ア 「地理歴史」，「公民」から１科目を選択する場合において，２科目を受験している場合は，第１解答科目の得点を採用します。 

イ  「外国語」の科目のうち「英語」については，その一領域として実施される「リスニングテスト」を含めて，表に示した点数に換

算します。 
 
（個別学力検査等における留意事項） 

ア  数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ａ及び数学Ｂ（数列，ベクトル）の範囲に係る総合問題を出題します。 

イ  次の範囲に係る総合問題から１つを選択して解答します。 

①生物基礎・生物  ②化学基礎・化学  ③物理基礎・物理 
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(2) 推薦入試（地域課題探究枠） 

◆生命科学コース 

ア 出願要件 

出願する者は，次の各号のいずれにも該当することが必要です。 

① 平成31年4月１日以降に高等学校等を卒業した者，若しくは高等専門学校第３学年若しくは文部科学大臣が高等学校の課程と同

等の課程若しくは相当する課程を有するものとして認定し，若しくは指定した在外教育施設の当該課程を修了した者，又は令和2年

3月31日までにこれらを卒業し，若しくは修了する見込みである者のうち，次の募集区分ごとに定める要件を満たす者であること。 

募集区分（定員） 要             件 

県内高等 

学校等推薦 

（6） 

 広島県内の高等学校等を卒業した者若しくは卒業する見込みである者又は広島県内の高等専門学校第３学

年を修了した者若しくは修了する見込みである者 

県内専門高等 

学校等推薦 

（2） 

 次のいずれかに該当する者 

１ 広島県内の高等学校等の農業若しくは工業に関する学科を卒業した者又はこれらを卒業する見込みであ

る者 

２ 広島県内の高等学校等の総合学科を卒業した者又は卒業する見込みである者のうち，農業に関する教科・

科目の単位を 20 単位以上修得した者若しくは修得する見込みである者又は工業に関する教科・科目の単位

を20単位以上修得した者又は修得する見込みである者 

全国高等 

学校等推薦 

（5） 

次のいずれかに該当する者 
１ 高等学校等を卒業した者又は卒業する見込みである者 

２ 高等専門学校第３学年若しくは文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程若しくは相当する課程を有

するものとして認定し，若しくは指定した在外教育施設の当該課程を修了した者又はこれらを修了する見込

みである者 

② 学校長が学業成績，適性，意欲及び人物について，責任をもって推薦できる者であること。 

③ 合格した場合，入学前学習の一環として，あらかじめ大学入試センター試験に出願し，一般選抜（前期日程）において本学が指定

する大学入試センター試験の教科・科目（18ページを参照）を受験すること。なお，受験直後には自己採点の結果を，入学後には成

績通知書の写しを提出すること。 

④ 合格した場合，本学に必ず入学する者であること。（推薦入学した者の転学部，転学科及びコース変更は，原則，許可しない。） 

イ 推薦人員 

募集区分ごとに，１学校当たり２人まで（ただし，４人を上限とする。） 

ウ 試験科目・配点，内容及び採点・評価の基準 

募集区分 科目 配点 内容及び採点・評価の基準及び配点 

募集区分 

共  通 

小 論 文 100 
  生命科学に関わる諸問題を題材として，問題の理解力，論理的展開力，洞察力，独創性及び
これら学問分野に対する関心度，志向性及び基礎学力を総合的に判断し，点数化して評価し
ます。なお，英文の資料を用いることがあります。 

面 接 100 

  生命科学コースにおいて関心を持つべき事項等に関して質問し，それに対する問題意識，
対応力，表現力等から当コース学生としての適性，勉学意欲などを総合的に判断し，点数化
して評価します。なお，海外への留学経験については，別途提出書類と質疑応答を通して最
大１０点までの範囲で加点します。 

調査書等 30 主体性や協働性について高等学校における学びの履歴等を点数化して評価します。 

エ 合否判定基準 

合否判定基準 

小論文及び面接の得点と，調査書等の点数を総合して合否を判定します。 
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◆環境科学コース 

ア 出願要件 

出願する者は，次の各号のいずれにも該当することが必要です。 

① 平成31年4月１日以降に高等学校等を卒業した者，若しくは高等専門学校第３学年若しくは文部科学大臣が高等学校の課程と同等

の課程若しくは相当する課程を有するものとして認定し，若しくは指定した在外教育施設の当該課程を修了した者，又は令和2年3

月31日までにこれらを卒業し，若しくは修了する見込みである者のうち，次の募集区分ごとに定める要件を満たす者であること。 

募集区分（定員） 要             件 

県内高等 

学校等推薦 

（6） 

 広島県内の高等学校等を卒業した者若しくは卒業する見込みである者又は広島県内の高等専門学校第３学年

を修了した者若しくは修了する見込みである者 

県内専門高等 

学校等推薦 

（2） 

 次のいずれかに該当する者 

１ 広島県内の高等学校等の農業若しくは工業に関する学科を卒業した者又はこれらを卒業する見込みであ

る者 

２ 広島県内の高等学校等の総合学科を卒業した者又は卒業する見込みである者のうち，農業に関する教科・

科目の単位を20単位以上修得した者若しくは修得する見込みである者又は工業に関する教科・科目の単位を

20単位以上修得した者又は修得する見込みである者 

全国高等 

学校等推薦 

（5） 

次のいずれかに該当する者 
１ 高等学校等を卒業した者又は卒業する見込みである者 

２ 高等専門学校第３学年若しくは文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程若しくは相当する課程を有

するものとして認定し，若しくは指定した在外教育施設の当該課程を修了した者又はこれらを修了する見込

みである者 

② 学校長が学業成績，適性，意欲及び人物について，責任をもって推薦できる者であること。 

③ 合格した場合，入学前学習の一環として，あらかじめ大学入試センター試験に出願し，一般選抜（前期日程）において本学が指定

する大学入試センター試験の教科・科目（19ページを参照）を受験すること。なお，受験直後には自己採点の結果を，入学後には成

績通知書の写しを提出すること。 

④ 合格した場合，本学に必ず入学する者であること。（推薦入学した者の転学部，転学科及びコース変更は，原則，許可しない。） 

イ 推薦人員 

募集区分ごとに，１学校当たり２人まで（ただし，４人を上限とする。） 

ウ 試験科目・配点，内容及び採点・評価の基準 

募集区分 科目 配点 内容及び採点・評価の基準及び配点 

募集区分 

共  通 

小 論 文 100 
  環境科学に関わる諸問題を題材として，問題の理解力，論理的展開力，洞察力，独創性及び
これら学問分野に対する関心度，志向性及び基礎学力を総合的に判断し，点数化して評価し
ます。なお，英文の資料を用いることがあります。 

面 接 100 

  環境科学コースにおいて関心を持つべき事項等に関して質問し，それに対する問題意識，
対応力，表現力等から当学科学生としての適性，勉学意欲などを総合的に判断し，点数化し
て評価します。なお，海外への留学経験については，別途提出書類と質疑応答を通して最大
１０点までの範囲で加点します。 

調査書等 30 主体性や協働性について高等学校における学びの履歴等を点数化して評価します。 

エ 合否判定基準 

合否判定基準 

小論文及び面接の得点と，調査書等の点数を総合して合否を判定します。 
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■ 保健福祉学部 看護学科 
実施する試験区分等                           ※（ ）内は掲載ページ 

一般選抜 
推薦入試 ＡＯ入試 社会人 

特別選抜 
帰国生徒 
特別選抜 

外国人留学生

特別選抜 前期 後期 
○ 

（P23） 
○ 

（P23） 
○

（P24） － ○
（P33） － － 

 

(1) 一般選抜 

ア 大学入試センター試験の利用教科・科目及び個別学力検査等の教科・科目と配点 

日程 

(定員) 
試験区分 教科名 科  目  名 

配点 

科目

配点 

区分

合計
総合計

前期

(31) 

大学入試 

センター試験 

【５教科５科目

（又は６科目）】 

国 語 国語 200 

850

1,050

地理歴史 

公 民 

世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ， 

現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」 から１科目 
100 

数 学 数学Ⅰ・数学Ａ，数学Ⅱ，数学Ⅱ・数学Ｂ から１科目 200 

理 科 
物理基礎，化学基礎，生物基礎 から２科目 

又は物理，化学，生物 から１科目 
100 

外 国 語 英語 250 

個別学力検査等 面接 200 200

後期 

(8) 

大学入試 

センター試験 

【５教科５科目

（又は６科目）】 

国 語 国語 200 

850

1,050

地理歴史 

公 民 

世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ， 

現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」 から１科目 
100 

数 学 数学Ⅰ・数学Ａ，数学Ⅱ，数学Ⅱ・数学Ｂ から１科目 200 

理 科 
物理基礎，化学基礎，生物基礎 から２科目 

又は物理，化学，生物 から１科目 
100 

外 国 語 英語 250 

個別学力検査等 面接 200 200

イ 個別学力検査等の内容及び採点・評価の基準 

日 程 区 分 内容及び採点・評価の基準 

前期 

後期 
面 接 

志望理由書とあわせて，本学科で学ぶことへの意欲と志向，高校生活における活動などについて質

問します。さらに，判断力・思考力，コミュニケーション力，協働性，倫理観などを総合的に判断し，

点数化して評価します。 

ウ 合否判定基準 

日 程 合否判定基準 

前期 

後期 

大学入試センター試験の得点と，面接の得点の合計点で合否を判定します。 
合格最低点での同点者は，面接，大学入試センター試験の外国語，数学，国語の順に各教科・科目等の得点

が高い順に合格とします。 

ただし，面接の得点が一定基準以下の場合は不合格とすることがあります。 

（大学入試センター試験の利用教科・科目における留意事項） 

ア 「地理歴史」，「公民」から１科目を選択する場合において，２科目を受験している場合は，第１解答科目の得点を採用します。 

イ 「数学」においては，表に示した点数に換算します。２科目を受験している場合は，指定した科目のうち，最高得点の科目の得点を採

用します。  

ウ 「理科」の選択において，指定した科目のうち，次の得点を採用します。 

①基礎を付した科目から２科目のみを受験している場合，その得点 

②基礎を付していない科目から１科目のみを受験している場合，その得点 

③基礎を付した科目から２科目及び基礎を付していない科目から１科目を受験している場合，いずれか高い方の得点 

④基礎を付していない科目から２科目を受験している場合，第１解答科目の得点 

エ 「外国語」の科目のうち「英語」については，その一領域として実施される「リスニングテスト」を含みます。 

オ 「５教科６科目」となるのは，「理科」において，基礎を付した科目（２科目を必ず選択解答）を選択した場合のみです。 
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(2) 推薦入試 

ア 出願要件 

出願する者は，次の各号のいずれにも該当することが必要です。 

①  平成 31 年 4 月１日以降に高等学校等を卒業した者若しくは高等専門学校第３学年を修了した者又は令和 2 年 3月 31

日までにこれらを卒業し，若しくは修了する見込みである者のうち，次の募集区分ごとに定める要件を満たす者である

こと。 

募集区分（定員） 要             件 

県内高等学校等推薦 

(18) 

広島県内の高等学校等を卒業した者若しくは卒業する見込みである者又は広島県内の高等

専門学校第３学年を修了した者若しくは修了する見込みである者 

県内専門高等学校等推薦 

(1) 

 次のいずれにも該当する者 

１ 広島県内の高等学校等の職業教育を主とする学科若しくは総合学科を卒業した者又はこ

れらを卒業する見込みである者 

２ 看護に関する科目（「高等学校学習指導要領（平成 21 年文部省告示第 34 号）」第 1章第 2

款又は「特別支援学校高等部学習指導要領（平成 21 年文部省告示第 37 号）」第 1章第 2節

第 2款に掲げる教科のうち，看護に属する科目に相当するものを指す。）を修得した者又は

修得する見込みである者 

②  調査書の全体の評定平均値が 4.0 以上の者であること。 

③  学校長が適性，意欲及び人物について，責任をもって推薦できる者であること。 

④  合格した場合，本学に必ず入学する者であること。（推薦入学した者の転学部及び転学科は，原則，許可しない。） 

イ 推薦人員 

① 県内高等学校等推薦   １学校当たり２人まで 

② 県内専門高等学校等推薦 １学校当たり１人 

ウ 試験科目・配点，内容及び採点・評価の基準 

募集区分 科目 配点 内容及び採点・評価の基準 

募集区分 

共  通 

小 論 文 100 

  著書，論文，評論，資料などを題材とする問題で，課題に対する読解力，洞察

力，論理的思考力，文章表現力などの基礎学力を総合的に判断し，点数化して評

価します。 

面 接 100 

  看護学分野に対する興味・関心・意欲，高校生活における活動（社会・地域貢

献や海外留学経験などを含む。）などについて質問し，判断力・思考力，コミュニ

ケーション力，協働性，倫理観などを総合的に判断して，点数化することで評価

します。 

エ 合否判定基準 

合否判定基準 

小論文の得点に面接の得点を加えた合計点で合否を判定します。 

合格最低点での同点者は，面接の得点の高い順に合格とします。 

ただし，いずれかの得点が一定基準以下の場合は不合格とすることがあります。 
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■ 保健福祉学部 理学療法学科 
実施する試験区分等                           ※（ ）内は掲載ページ 

一般選抜 
推薦入試 ＡＯ入試 社会人 

特別選抜 
帰国生徒 
特別選抜 

外国人留学生

特別選抜 前期 後期 
○ 

（P25） 
○ 

（P25） 
○

（P26） － ○
（P33） － － 

 

(1) 一般選抜 

ア 大学入試センター試験の利用教科・科目及び個別学力検査等の教科・科目と配点 

日程 

(定員) 
試験区分 教科名 科  目  名 

配点 

科目

配点 

区分

合計
総合計

前期 

(15) 

大学入試 

センター試験 

【５教科６科目

（又は 7科目）】 

国 語 国語 200 

850
1,050

地理歴史 

公 民 

世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ， 

現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」 から１科目 
100 

数 学 
数学Ⅰ・数学Ａ 100 

数学Ⅱ，数学Ⅱ・数学Ｂ から１科目 100 

理 科 
物理基礎，化学基礎，生物基礎 から２科目 

又は物理，化学，生物 から１科目 
100 

外 国 語 英語 250 

個別学力検査等 面接 200 200

後期 

(4) 

大学入試 

センター試験 

【５教科６科目

（又は 7科目）】 

国 語 国語 200 

850
1,050

地理歴史 

公 民 

世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ， 

現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」 から１科目 
100 

数 学 
数学Ⅰ・数学Ａ 100 

数学Ⅱ，数学Ⅱ・数学Ｂ から１科目 100 

理 科 
物理基礎，化学基礎，生物基礎 から２科目 

又は物理，化学，生物 から１科目 
100 

外 国 語 英語 250 

個別学力検査等 面接 200 200

 

イ 個別学力検査等の内容及び採点・評価の基準 

日 程 区 分 内容及び採点・評価の基準 

前期 

後期 
面 接 

志望理由書とあわせて，本学科で学ぶことへの意欲と志向，リハビリテーション領域の社会的問

題などについて質問します。さらに，理学療法士として主体性と協働性を兼ね備え，チームで活動

できる人材として望まれる態度，表現力，判断力などを総合的に判断し，点数化して評価します。

ウ 合否判定基準 

日 程 合否判定基準 

前期 

後期 

大学入試センター試験の得点と，面接の得点の合計点で合否を判定します。 

合格最低点での同点者は，面接，大学入試センター試験の外国語，数学，国語の順に各教科・科目等の得点

が高い順に合格とします。 

ただし，面接の得点が一定基準以下の場合は不合格とすることがあります。 

 

（大学入試センター試験の利用教科・科目における留意事項） 

ア 「地理歴史」，「公民」から１科目を選択する場合において，２科目を受験している場合は，第１解答科目の得点を採用します。 

イ 「理科」の選択において，指定した科目のうち，次の得点を採用します。 

①基礎を付した科目から２科目のみを受験している場合，その得点 

②基礎を付していない科目から１科目のみを受験している場合，その得点 

③基礎を付した科目から２科目及び基礎を付していない科目から１科目を受験している場合，いずれか高い方の得点 

④基礎を付していない科目から２科目を受験している場合，第１解答科目の得点 

 ウ 「外国語」の科目のうち「英語」については，その一領域として実施される「リスニングテスト」を含みます。 

エ 「５教科７科目」となるのは，「理科」において，基礎を付した科目（２科目を必ず選択解答）を選択した場合のみです。 
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(2) 推薦入試 

ア 出願要件 

出願する者は，次の各号のいずれにも該当することが必要です。 

①  平成 31 年 4 月１日以降に高等学校等を卒業した者若しくは高等専門学校第３学年を修了した者又は令和 2 年 3月 31

日までにこれらを卒業し，若しくは修了する見込みである者のうち，次の募集区分ごとに定める要件を満たす者である

こと。 

募集区分（定員） 要             件 

県内高等学校等推薦 

(9) 

広島県内の高等学校等を卒業した者若しくは卒業する見込みである者又は広島県内の高等

専門学校第３学年を修了した者若しくは修了する見込みである者 

②  調査書の全体の評定平均値が 4.0 以上の者であること。 

③  学校長が適性，意欲及び人物について，責任をもって推薦できる者であること。 

④  合格した場合，本学に必ず入学する者であること。（推薦入学した者の転学部及び転学科は，原則，許可しない。） 

イ 推薦人員 

１学校当たり２人まで 

ウ 試験科目・配点，内容及び採点・評価の基準 

募集区分 科目 配点 内容及び採点・評価の基準 

県内高等 

学校等推薦 

小 論 文 100 

  著書，論文，評論，資料などを題材とする問題で，課題に対する読解力，洞察力，

論理的思考力，文章表現力などの基礎学力を総合的に判断し，点数化して評価しま

す。 

面 接 100 

  理学療法分野および地域課題の基本事項，高校生活における活動（社会・地域貢

献や海外留学経験などを含む。）などについて質問し，理学療法士としてチームで

活動できる人材として望まれる態度，協調性，思考力などを総合的に判断して，点

数化することで評価します。 

エ 合否判定基準 

合否判定基準 

小論文の得点に面接の得点を加えた合計点で合否を判定します。 

合格最低点での同点者は，面接の得点の高い順に合格とします。 

ただし，いずれかの得点が一定基準以下の場合は不合格とすることがあります。 
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■ 保健福祉学部 作業療法学科 
実施する試験区分等                           ※（ ）内は掲載ページ 

一般選抜 
推薦入試 ＡＯ入試 社会人 

特別選抜 
帰国生徒 
特別選抜 

外国人留学生 
特別選抜 前期 後期 

○ 
（P27） 

○ 
（P27） 

○
（P28） － ○

（P33） － － 

 

(1) 一般選抜 

ア 大学入試センター試験の利用教科・科目及び個別学力検査等の教科・科目と配点 

日程 

(定員) 
試験区分 教科名 科  目  名 

配点 

科目

配点 

区分

合計
総合計 

前期 

(15) 

大学入試 

センター試験 

【５教科６科目

（又は 7科目）】 

国 語 国語 200 

850
1,050 

地理歴史 

公 民 

世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ， 

現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」 から１科目 
100 

数 学 
数学Ⅰ・数学Ａ 100 

数学Ⅱ，数学Ⅱ・数学Ｂ から１科目 100 

理 科 
物理基礎，化学基礎，生物基礎 から２科目 

又は物理，化学，生物 から１科目 
100 

外 国 語 英語 250 

個別学力検査等 面接 200 200

後期 

(4) 

大学入試 

センター試験 

【５教科６科目

（又は 7科目）】 

国 語 国語 200 

850
1,050 

地理歴史 

公 民 

世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ， 

現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」 から１科目 
100 

数 学 
数学Ⅰ・数学Ａ 100 

数学Ⅱ，数学Ⅱ・数学Ｂ から１科目 100 

理 科 
物理基礎，化学基礎，生物基礎 から２科目 

又は物理，化学，生物 から１科目 
100 

外 国 語 英語 250 

個別学力検査等 面接 200 200

イ 個別学力検査等の「その他」の内容及び採点・評価の基準 

日程 区 分 内容及び採点・評価の基準 

前期 

後期 
面 接 

志望理由書とあわせて，本学科で学ぶことへの意欲と志向などについて質問します。さらに，作業

療法に携わる人材として望まれる態度，積極性，理解力，表現力及び明確な目的意識などを総合的に

判断し，点数化して評価します。 

ウ 合否判定基準 

日程 合否判定基準 

前期 

後期 

大学入試センター試験の得点と，面接の得点の合計点で合否を判定します。 

合格最低点での同点者は，面接，大学入試センター試験の外国語，数学，国語の順に各教科・科目等の得点が

高い順に合格とします。 

ただし，面接の得点が一定基準以下の場合は不合格とすることがあります。 

 

（大学入試センター試験の利用教科・科目における留意事項） 

ア  「地理歴史」，「公民」から１科目を選択する場合において，２科目を受験している場合は，第１解答科目の得点を採用します。 

イ  「理科」の選択において，指定した科目のうち，次の得点を採用します。 

① 基礎を付した科目から２科目のみを受験している場合，その得点 

② 基礎を付していない科目から１科目のみを受験している場合，その得点 

③ 基礎を付した科目から２科目及び基礎を付していない科目から１科目を受験している場合，いずれか高い方の得点 

④ 基礎を付していない科目から２科目を受験している場合，第１解答科目の得点 

ウ  「外国語」の科目のうち「英語」については，その一領域として実施される「リスニングテスト」を含みます。 

エ 「５教科７科目」となるのは，「理科」において，基礎を付した科目（２科目を必ず選択回答）を選択した場合のみで

す。  
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(2) 推薦入試 

ア 出願要件 

出願する者は，次の各号のいずれにも該当することが必要です。 

①  平成 31 年 4 月１日以降に高等学校等を卒業した者若しくは高等専門学校第３学年を修了した者又は令和 2 年 3月 31

日までにこれらを卒業し，若しくは修了する見込みである者のうち，次の募集区分ごとに定める要件を満たす者である

こと。 

募集区分（定員） 要             件 

県内高等学校等推薦 

(9) 

広島県内の高等学校等を卒業した者若しくは卒業する見込みである者又は広島県内の高等

専門学校第３学年を修了した者若しくは修了する見込みである者 

②  調査書の全体の評定平均値が 4.0 以上の者であること。 

③  学校長が適性，意欲及び人物について，責任をもって推薦できる者であること。 

④  合格した場合，本学に必ず入学する者であること。（推薦入学した者の転学部及び転学科は，原則，許可しない。） 

イ 推薦人員 

１学校当たり２人まで 

ウ 試験科目・配点，内容及び採点・評価の基準 

募集区分 科目 配点 内容及び採点・評価の基準 

県内高等 

学校等推薦 

小 論 文 100 

  著書，論文，評論，資料などを題材とする問題で，課題に対する読解力，洞察力，

論理的思考力，文章表現力などの基礎学力を総合的に判断し，点数化して評価しま

す。 

面 接 100 

  本学科で学ぶことへの意欲と志向，高校生活における活動（社会・地域貢献や海

外留学経験などを含む。）などについて質問し，作業療法に携わる人材として望ま

れる態度，積極性，理解力，表現力及び明確な目的意識などを総合的に判断し，点

数化して評価します。 

エ 合否判定基準 

合否判定基準 

小論文の得点に面接の得点を加えた合計点で合否を判定します。 

合格最低点での同点者は，面接の得点の高い順に合格とします。 

ただし，いずれかの得点が一定基準以下の場合は不合格とすることがあります。 
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■ 保健福祉学部 コミュニケーション障害学科 
実施する試験区分等                           ※（ ）内は掲載ページ 

一般選抜 
推薦入試 ＡＯ入試 社会人 

特別選抜 
帰国生徒 
特別選抜 

外国人留学生

特別選抜 前期 後期 
○ 

（P29） 
○ 

（P29） 
○

（P30） － ○
（P33） － － 

 

(1) 一般選抜 

ア 大学入試センター試験の利用教科・科目及び個別学力検査等の教科・科目と配点 

日程 

(定員) 
試験区分 教科名 科  目  名 

配点 

科目

配点 

区分

合計
総合計

前期 

(15) 

大学入試 

センター試験 

【５教科６科目

（又は７科目）】 

国 語 国語 200 

850

1,150

地理歴史 

公 民 

世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ， 

現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」 から１科目 
100 

数 学 
数学Ⅰ・数学Ａ 100 

数学Ⅱ，数学Ⅱ・数学Ｂ から１科目 100 

理 科 
物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎 から２科目 

又は物理，化学，生物，地学 から１科目 
100 

外 国 語 英語 250 

個別学力検査等 
小論文 200 

300
面接 100 

後期 

(4) 

大学入試 

センター試験 

【３教科３科目】 

国 語 国語 200 

550
650 

数 学 数学Ⅰ・数学Ａ 100 

外 国 語 英語 250 

個別学力検査等 面接 100 100

イ 個別学力検査等の「その他」の内容及び採点・評価の基準 

日程 区 分 内容及び採点・評価の基準 

前期 

小 論 文 
著書，論文，評論，資料などを題材とする問題で，課題に対する読解力，洞察力，論理的思考力，

文章表現力などの基礎学力を総合的に判断し，点数化して評価します。 

面 接 

志望理由書とあわせて，本学科で学ぶことへの意欲と志向，言語聴覚士についての理解などにつ

いて質問します。さらに，対人援助職である言語聴覚士として望まれる態度，思考力，判断力，表現

力などを総合的に判断し，点数化して評価します。 

後期 面 接 

志望理由書とあわせて，本学科で学ぶことへの意欲と志向，言語聴覚士についての理解などにつ

いて質問します。さらに，対人援助職である言語聴覚士として望まれる態度，思考力，判断力，表現

力などを総合的に判断し，点数化して評価します。 

ウ 合否判定基準 

日程 合否判定基準 

前期 

大学入試センター試験の得点と，小論文及び面接の得点の合計点で合否を判定します。 

合格最低点での同点者は，小論文，大学入試センター試験の外国語の順に各教科・科目等の得点が高い順に

合格とします。ただし，面接の得点が一定基準以下の場合は不合格とすることがあります。 

後期 

大学入試センター試験の得点と，面接の得点の合計点で合否を判定します。 

合格最低点での同点者は，大学入試センター試験の得点が高い順に合格とします。ただし，面接の得点が一

定基準以下の場合は不合格とすることがあります。 

（大学入試センター試験の利用教科・科目における留意事項） 

ア  「地理歴史」，「公民」から１科目を選択する場合において，２科目を受験している場合は，第１解答科目の得点を採用します。 
イ  「理科」の選択において，指定した科目のうち，次の得点を採用します。 

① 基礎を付した科目から２科目のみを受験している場合，その得点 
② 基礎を付していない科目から１科目のみを受験している場合，その得点 
③ 基礎を付した科目から２科目及び基礎を付していない科目から１科目を受験している場合，いずれか高い方の得点 
④ 基礎を付していない科目から２科目を受験している場合，第１解答科目の得点 

ウ  「外国語」の科目のうち「英語」については，その一領域として実施される「リスニングテスト」を含みます。 
エ  前期日程において，「５教科７科目」となるのは，「理科」において，基礎を付した科目（２科目を必ず選択解答）を選択した場合のみ

です。 
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(2) 推薦入試 

ア 出願要件 

出願する者は，次の各号のいずれにも該当することが必要です。 

①  平成 31 年 4 月１日以降に高等学校等を卒業した者若しくは高等専門学校第３学年を修了した者又は令和 2 年 3月 31

日までにこれらを卒業し，若しくは修了する見込みである者のうち，次の募集区分ごとに定める要件を満たす者である

こと。 

募集区分（定員） 要             件 

県内高等学校等推薦 

(7) 

広島県内の高等学校等を卒業した者若しくは卒業する見込みである者又は広島県内の高等

専門学校第３学年を修了した者若しくは修了する見込みである者 

全国高等学校等推薦 

(2) 

次のいずれかに該当する者 
１ 高等学校等を卒業した者又は卒業する見込みである者 

２ 高等専門学校第３学年若しくは文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程若しくは相

当する課程を有するものとして認定し，若しくは指定した在外教育施設の当該課程を修了

した者又はこれらを修了する見込みである者 

② 調査書の全体の評定平均値が 4.0 以上の者であること。 

③ 学校長が適性，意欲及び人物について，責任をもって推薦できる者であること。 

④ 合格した場合，本学に必ず入学する者であること。（推薦入学した者の転学部及び転学科は，原則，許可しない。） 

イ 推薦人員 

① 県内高等学校等推薦   １学校当たり２人まで 

② 全国高等学校等推薦   １学校当たり２人まで 

ウ 試験科目・配点，内容及び採点・評価の基準 

募集区分 科目 配点 内容及び採点・評価の基準 

募集区分共通 

小 論 文 100 

  著書，論文，評論，資料などを題材とする問題で，課題に対する読解力，洞察

力，論理的思考力，文章表現力などの基礎学力を総合的に判断し，点数化して評

価します。 

面 接 100 

  本学科で学ぶことへの意欲と志向及び言語聴覚士についての理解，高校生活に

おける活動（社会・地域貢献や海外留学経験などを含む。）などについて質問し，

対人援助職である言語聴覚士として望まれる態度，思考力，判断力，表現力など

を総合的に判断し，点数化して評価します。 

エ 合否判定基準 

合否判定基準 

小論文の得点に面接の得点を加えた合計点で合否を判定します。 

合格最低点での同点者は，面接の得点の高い順に合格とします。 

ただし，いずれかの得点が一定基準以下の場合は不合格とすることがあります。 
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■ 保健福祉学部 人間福祉学科 
実施する試験区分等                           ※（ ）内は掲載ページ 

一般選抜 
推薦入試 ＡＯ入試 社会人 

特別選抜 
帰国生徒 
特別選抜 

外国人留学生

特別選抜 前期 後期 
○ 

（P31） 
○ 

（P31） 
○

（P32） － － － － 

 

(1) 一般選抜 

ア 大学入試センター試験の利用教科・科目及び個別学力検査等の教科・科目と配点 

日程 

(定員) 
試験区分 教科名 科  目  名 

配点 

科目

配点 

区分

合計
総合計

前期 

(21) 

大学入試 

センター試験 

【３教科３科目

（又は４科目）】 

国 語 国語 200 

600

1,000

地理歴史 

公 民 

世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ， 

地理Ａ，地理Ｂ，現代社会，倫理，政治・経済， 

「倫理，政治・経済」 から１科目 

(200) 

数 学 
数学Ⅰ，数学Ⅰ・数学Ａ，数学Ⅱ， 

数学Ⅱ・数学Ｂ，簿記・会計，情報関係基礎 から１科目 
(200) 

理 科 
物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎 から２科目 

又は物理，化学，生物，地学 から１科目 
(200) 

外 国 語 英語 200 

個別学力検査等 
小論文 200 

400
面接 200 

後期 

(5) 

大学入試 

センター試験 

【３教科３科目

（又は４科目）】 

国 語 国語 200 

600

1,000

地理歴史 

公 民 

世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ， 

地理Ａ，地理Ｂ，現代社会，倫理，政治・経済， 

「倫理，政治・経済」 から１科目 

(200) 

数 学 
数学Ⅰ，数学Ⅰ・数学Ａ，数学Ⅱ， 

数学Ⅱ・数学Ｂ，簿記・会計，情報関係基礎 から１科目 
(200) 

理 科 
物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎 から２科目 

又は物理，化学，生物，地学 から１科目 
(200) 

外 国 語 英語 200 

個別学力検査等 
小論文 200 

400
面接 200 

イ 個別学力検査等の「その他」の内容及び採点・評価の基準 

日程 科目 内容及び採点・評価の基準 

前期 

後期 

小 論 文 
著書，論文，評論，資料などを題材とする問題で，課題に対する読解力，洞察力，論理的思考力，

文章表現力などの基礎学力を総合的に判断し，点数化して評価します。 

面 接 
志望理由書とあわせて，福祉に対する興味，学修意欲などについて質問し，判断力，表現力，論理

的思考力，理解力などを総合的に判断し，点数化して評価します。 

ウ 合否判定基準 

日程 合否判定基準 

前期 

後期 

大学入試センター試験の得点と，小論文及び面接の得点の合計点で合否を判定します。 

合格最低点での同点者は，面接，大学入試センター試験の外国語，国語，選択した科目の順に各教科・科目等

の得点が高い順に合格とします。 

（大学入試センター試験の利用教科・科目における留意事項） 

ア 「地理歴史」，「公民」，「数学」，「理科」において，複数の科目を受験している場合，次の各教科（①及び②，並びに③～⑥のパターン）を比較し

て最高得点となる教科の得点を採用し，表に示した点数に換算します。 

①「地理歴史」，「公民」においては，第１解答科目の得点 

②「数学」においては，最高得点の科目の得点 

③「理科」において，基礎を付した科目から２科目のみを受験している場合，その得点 

④「理科」において，基礎を付していない科目から１科目のみを受験している場合，その得点 

⑤「理科」において，基礎を付した科目から２科目及び基礎を付していない科目から１科目を受験している場合，いずれか高い方の得点 

⑥「理科」において，基礎を付していない科目から２科目を受験している場合，第１解答科目の得点 

イ 「外国語」の科目のうち「英語」については，その一領域として実施される「リスニングテスト」を含めて，表に示した点数に換算します。 

ウ 「３教科４科目」となるのは，「理科」において，基礎を付した科目（２科目を必ず選択解答）を選択した場合のみです。 

から 
１教科 

から 
１教科 
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(2) 推薦入試 

ア 出願要件 

出願する者は，次の各号のいずれにも該当することが必要です。 

①  平成 31 年 4月１日以降に高等学校等を卒業した者若しくは高等専門学校第３学年を修了した者又は令和 2年 3月 31

日までにこれらを卒業し，若しくは修了する見込みである者のうち，次の募集区分ごとに定める要件を満たす者であるこ

と。 

募集区分（定員） 要             件 

県内高等学校等推薦 

(11) 

広島県内の高等学校等を卒業した者若しくは卒業する見込みである者又は広島県内の高等

専門学校第３学年を修了した者若しくは修了する見込みである者 

県内専門高等学校等推薦 

(1) 

広島県内の高等学校等の福祉科若しくは家庭に関する学科の生活福祉科若しくは人間福祉

科を卒業した者又はこれらを卒業する見込みである者 

全国高等学校等推薦 

(2) 

次のいずれかに該当する者 

１ 高等学校等を卒業した者又は卒業する見込みである者 

２ 高等専門学校第３学年若しくは文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程 

若しくは相当する課程を有するものとして認定し，若しくは指定した在外教育施設の当該課

程を修了した者又はこれらを修了する見込みである者 

② 調査書の全体の評定平均値が 4.0 以上の者であること。 

③ 学校長が適性，意欲及び人物について，責任をもって推薦できる者であること。 

④ 合格した場合，本学に必ず入学する者であること。（推薦入学した者の転学部及び転学科は，原則，許可しない。） 

イ 推薦人員 

① 県内高等学校等推薦   １学校当たり２人まで 

② 県内専門高等学校等推薦 １学校当たり１人 

③ 全国高等学校等推薦   １学校当たり２人まで 

ウ 試験科目・配点，内容及び採点・評価の基準 

募集区分 科目 配点 内容及び採点・評価の基準 

募集区分共通 

小 論 文 100 

  著書，論文，評論，資料などを題材とする問題で，課題に対する読解力，洞察

力，論理的思考力，文章表現力などの基礎学力を総合的に判断し，点数化して評

価します。 

面 接 100 

社会福祉に関連する地域課題探究への意欲と志向，高校生活における活動（社

会・地域貢献や海外留学経験などを含む。）などについて質問し，論理的思考力，

表現力，理解力などを総合的に判断して，点数化することで評価します。 

エ 合否判定基準 

合否判定基準 

小論文の得点に面接の得点を加えた合計点で合否を判定します。 

合格最低点での同点者は，面接の得点の高い順に合格とします。 
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